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マトグラフィ一等によって，サチロシン A と命名した抗菌性物質を，約 7 割の収率を持って分離，精製
した口乙れは，疎水性ペプチドで，アミノ酸分析，質量分析の結果から，分子量 3398.9.32残基の普通






ロシン Aの産生は，栄養増殖停止後，胞子が出現するまでに起り，それは主に培地lζ分泌される口 1 リ
??

























知見も得られていなかった枯草菌 168 株の抗菌性ペフ。チド，サチロシン Aの構造を明らかにし，それが
multienzyme thiotemplate mechanism ではなく蛋白質生合成系で合成され，更に胞子形成能との相関
関係をもたないことを明瞭に結論づけたもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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